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花開岩の露頭(岐阜県恵那峡)

恵那峡は木創11がこの付近の花筒岩の台地を深く侵食してつくった渓

谷である.現在は下流にダムがつくられ人造湖こ変わってv'るが湖

岸にほいたるところ断崖をなす美しい花筒崇の露頭がみられ叡写真

は奥恵那峡と呼ばれる上流の美恵橋付近のも⑳で縦と横の割れ買をな

すそれぞれ柱状および板状の節理があらわれている.花筒岩の節理

は岩質の方向性が弱いためおおまかでこれが侵食を受けると暑地

を積み重ねたような形をつくることが多い.なめらかでおだやか抵花

賭岩の質感をねらってみた.(盛谷智之)�


